




















4 6 1 5 
口万
昭和 54 年 3 月 24 日
工学研究科建築工学専攻








































べき標準作業を選定し こ fれl の背景おお「よび
任意の照明条件について標準作業の背景輝度 対比が簡易に得られるよう図表化する O さらに'作業
対象の形態'大きさに等価なランドルト視標を求めることにより，標準等視力曲線からその時の見や
すさのレベルを決定し，最後にこれを視覚実験より主観的見やすさに関連づけるものである。
ここに提示された技術的方法によれば任意の照明条件に見合う作業位置での標準作業の見やすさ
が容易に予測されることになる。
以上のように本研究の成果は，作業者の視作業のしやすさによる照明条件の評価ならびに設計に関
しすぐれた手法を開発したものであり，建築環境工学ならびに，照明工学の発展に寄与するところ大
である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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